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最優秀賞最優秀賞
私達が気づかない
街のやさしさ

　「あれっ、ここってこんなに沢山スロープ
があったっけ？」
　学校からの帰り道、私はふとこんなことを
思いました。電車で学校に通う私の登下校中
の道のりを見渡してみると、身の回りにはス
ロープを含め、車いすの方に対しての沢山のサ
ポートが行われていることに気が付いたからで
す。そこで、もっと身の回りにある「やさし
さ」について知りたいと思い、とある駅や路
地などの工夫を探してみることにしました。
　始めに、普段から使用している身近な場所
での調査を行いました。【写真１】は、段差
がある道の一部を緩やかな坂の形に近づけ、
車いすを使用している方々は勿論、誰もが安
心して通れるように配慮が行われている場所
です。また、【写真２】から【写真４】は、
階段ではなくあえてスロープの形状になって
いる道です。道の幅は広く、どのスロープも
車いすが通れるぐらいのものでした。
　ここまでの調査の場所は、車いすの方だけ
ではなく、そのあたりを利用するすべての人
に対する配慮がなされていると言えるのでは
ないでしょうか。私たちは、普段から何気な
くこれらの道を使用しています。しかし、階
段のある所を想像してみると、やはり車いす
を使用している方にとっては、スロープが身
近にあることが、安心した日々を送ることに
繋がっているのかもしれないなと改めて感じ
ました。
　次に、駅の中も調査してみることにしまし
た。【写真５】から【写真８】を見てわかる

通り、駅の中では沢山の車いすマークを発見
することができます。どれも同じマークでは
ありますが、それぞれ役割が違っていること
に気が付きました。まず【写真５】のマーク
の場所では、電車に乗る際に手助けを必要と
する方が、黄色いボタンを押すことで、駅員
とのやり取りができるというシステムになっ
ています。また、【写真６】は車内の様子で、
車いすやベビーカーを使用している人専用の
スペースです。車内は揺れたりすることがあ
り、万が一にも転倒すると危険なので、この
ようなスペースはとても必要だなと感じまし
た。【写真７】はエレベーターを使用する際
の専用ボタン、【写真８】はバリアフリート
イレの存在や場所を表しています。これらの
場所を必要としている人がいるということを
考えると、マークなどはとても重要な役割を
果たしていることがわかります。
　それから、他にも【写真９】のように、幅
が広めの改札があることで、車いすを使用し
ている人たちが気軽に公共交通機関を使用す
ることができるのだと思いました。
　私は普段から、階段でもスロープでも、ど
ちらでも不自由なく使用することができるた
め、身の回りにあるものがどれだけの役に立っ
ているのかなどを考える機会があまりありま
せんでした。しかし、この機会を通じて、こ
れからは、これらの場所がただの通学路では
なくなると思います。そして、私の街にさら
にたくさんの優しさが増えてほしいなと思っ
ています。
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